
浄
瑠
璃本
の
補
修
に
つ
い
て

宇
治
加
賀
橡
正
本
『
舎
利
』
を
中
心
と
し
て
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宇治
加
賀
橡
の
正
本
『
舎
利
』
は
、
長
い
間
東
洋
文
庫
（
岩
崎
文
庫
）
本
が
、
天
下
の
孤
本
と
さ
れ
て
い
た
。
同
書
は
、
高
野
斑
山
、

黒
木
勘
蔵
校
訂
『
近
松
門
左
衛
門
全
集
』
第
十
巻
（
春
陽
堂
、
大
正
十
三
年
一
月
刊
）
、
及
び
、
藤
井
紫
影
校
註
『
近
松
全
集
』
第
一
巻
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5
3

（朝日
新
聞
社
、
大
正
十
四
年
六
月
刊
）
に
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　こ
の
東
洋
文
庫
本
は
、
後
述
す
る
書
誌
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
刊
年
の
記
載
が
な
い
。
従
っ
て
、
刊
年
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
り
、
藤

井
博
士も
『
近
松
全
集
』
第
一
巻
の
解
題
で
、
登
場
人
物
で
あ
る
俊
杭
の
四
百
五
十
年
忌
が
延
宝
五
年
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
年
を

刊
年
と
し
て
推
定
さ
れ
て
い
た
。

　と
こ
ろ
で
、
刊
年
の
問
題
は
、
信
多
純
一
氏
が
も
う
一
本
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
た
。
信
多
氏
は
「
宇
治
加
賀
橡
年
譜

補
正
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
　
天
和
三年
（
一
六
八
三
年
）
四
十
九
歳

　
　〇
五
月
吉
日
、
山
本
九
兵
衛
よ
り
『
舎
利
』
五
段
を
上
梓
す
。

　
　　
　
本
書
の
刊
年
を
延
宝
期
の
段
物
集
に
記
載
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
貞
享
初
年
の
作
と
推
定
し
て
お
い
た
が
、
刊
年
記
入
り
の
正

浄
瑠
璃
本
の
補修
に
つ
い
て



浄
瑠
璃
本
の
補
修
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ろ
エ

本

が出
た
。
前
島
春
三
氏
旧
蔵
の
八
行
本
で
、
元
題
篭
も
存
し
、
巻
末
に
「
天
和
三
墾
歳
仲
夏
吉
日
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
右
に

「貞
享
初
年
の
作
と
推
定
し
て
お
い
た
」
と
あ
る
の
は
、
信
多
氏
が
「
宇
治
加
賀
橡
年
譜
」
の
「
貞
享
年
間
」
の
条
に
お
い
て
述

べ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
さ
す
の
で
あ
る
。

　さ
て
、
前
島
春
三
氏
旧
蔵
本
は
、
信
多
純
一
氏
か
ら
、
現
在
天
理
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
教
示
頂
い
た
。
こ
の
新
出
の

天
理
図
書
館
本
と
東
洋
文
庫
本
と
を
照
合
し
て
み
る
と
、
東
洋
文
庫
本
は
、
天
理
図
書
館
本
を
大
幅
に
補
修
し
た
後
修
本
で
あ
っ
た
こ
と

が
知ら
れ
た
。

　そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
補
修
の
実
態
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
う
。
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一

ま
ず
、
両
書
の
書
誌
を
記
し
て
お
く
。

　
天
理図
書
館
本

　
　
装頓
、
半
紙
本
。
二
二
・
九
糎
×
一
六
・
七
糎
。
原
装
。

　
　表
紙
、
元
表
紙
。
江
戸
茶
色
麻
葉
繋
胡
蝶
空
押
模
様
。

　
　題篭

、
表
紙
中
央
に
「
舎
利
帥
賀
鰍
全
」
と
あ
る
。
一
七
・
四
糎
×
三
・
七
糎
。
元
題
篭
。

　
　字
高
、
一
九
・
五
糎
。

　
　内
題
、
「
舎
利
」
。

　
　
所属
、
宇
治
加
賀
橡
。



段数
、
五
段
。
「
第
二
…
第
五
」
と
、
各
段
は
じ
め
の
上
部
に
あ
る
。

刊記
、
第
五
十
五
丁
裏
の
最
終
行
に
、
「
天
和
三
萎
歳
仲
夏
吉
日
」
と
あ
る
。
ま
た
後
表
紙
裏
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

「

右
此本
者
依
小
子
之
懇
望
附
秘
蜜

　
　
　
　
音
節自
遂
校
合
令
開
版
者
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加賀
橡
（
壼
印
）
（
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
条
通
寺
町
西
へ
・
人
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
本
九
兵
衛
刊
（
朱
印
）
」

板元
、
山
本
九
兵
衛
。

丁数
、
五
十
五
丁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

丁付
、
な
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

行数
、
八
行
。

板心
、
な
し
。

挿
絵
、
な
し
。

備考
、
初
丁
表
に
、
「
奥
田
蔵
書
」
（
陽
刻
方
形
朱
印
）
、
「
松
更
」
（
陽
刻
方
形
朱
印
）
の
印
記
が
あ
る
。
各
段
は
じ
め
に
次
の
墨
書

　
があ
る
。
「
扱
其
後
」
（
第
二
）
、
「
去
程
に
」
（
第
三
）
、
「
か
く
て
其
後
」
（
第
四
∀
、
「
去
間
」
（
第
五
）
。
詞
章
や
曲
節
を
朱
及
び

　
墨
で
訂
正し
た
部
分
が
あ
り
、
語
り
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

浄
瑠
璃
本
の
補
修
に
つ
い
て



浄
瑠
璃
本
の
補
修
に
つ
い
て

東
洋
文
庫
本

　
装偵
、
半
紙
本
。
二
一
・
六
糎
×
一
六
・
二
糎
。
改
装
。

　
表
紙
、
元
表
紙
。
江
戸
茶
色
無
地
。
後
表
紙
欠
。

　題籏
、
表
紙
中
央
に
「
舎
利
剛
賀
願
全
」
と
あ
る
。
一
七
・
五
糎
×
三
・
九
糎
。
元
題
姦
。

　字
高
、
一
九
・
一
糎
。

　内
題
、
な
し
。

　
段数
、
五
段
。

　刊
記
、
後
補
の
後
表
紙
裏
に
貼
付
し
て
あ
る
。
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懇
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音
節
自
遂
校
合
令
開
版
者
也
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（
壼
印
）
（
朱
印
）

　
　
　
　
　
　
　　
（
以
下
破
損
）
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
板元
、
山
本
九
兵
衛
。

　
丁数
、
五
十
五
丁
。

　行
数
、
八
行
。

　
板心
、
「
第
二
」
の
丁
に
⇔
、
「
第
三
」
の
丁
に
θ
、
「
第
四
」
の
丁
に
⑳
、
「
第
五
」
の
丁
に
㊨
と
、
そ
れ
ぞ
れ
上
部
に
あ
る
。
第
三

　
　
十
三
丁裏
に
「
舎
二
」
の
板
外
あ
り
。

　
備考
、
本
書
は
、
『
近
松
門
左
衛
門
全
集
』
、
朝
日
版
『
近
松
全
集
』
の
底
本
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
、
奥
書
は
破
損
し
て
い
な
か
っ



た
よ
う
で
、
加
賀
橡
と
山
本
九
兵
衛
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
右
の書
誌
に
よ
っ
て
、
東
洋
文
庫
本
は
、
内
題
と
本
文
末
の
刊
記
と
を
削
り
、
板
心
な
ど
を
補
っ
た
後
修
本
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に

な
っ
た
と
思
う
。
更
に
そ
の
補
修
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
本
文
や
振
り
仮
名
の
訂
正
、
振
り
仮
名
の
削
除
、
節
付
け
や
区
切
り
点
の
修
正

な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
本
文
な
ど
の
訂
正
は
、
文
法
上
の
誤
り
を
正
し
た
も
の
な
ど
三
十
ケ
所
近
く
あ
る
。
振
り
仮
名
に
つ
い
て

は
、
煩
雑
さ
を
避
け
た
の
か
、
百
三
十
ケ
所
ほ
ど
削
除
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
ご
ま
章
に
替
え
た
も
の
も
あ
る
。
節
付
け
な
ど
の
修

正は
、
四
十
ケ
所
ほ
ど
あ
る
。

　
次
に
、
そ
れ
ら
の
補
修
ケ
所
を
原
文
と
対
照
し
、
一
覧
表
に
し
て
掲
げ
て
み
よ
う
。
表
中
の
当
該
箇
所
は
、
丁
数
・
表
裏
・
行
数
の
順

に
記
し
て
あ
る
。
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三

日
　本
文
や
振
り
仮
名
の
訂
正

番
号

触
臓

天　
理
　
本

東
洋文
庫
本

江
2
ゴ
，

4
パ
∂

　

　

浄
瑠
璃
本
の
補
修
に
つ
い
て



浄
瑠
璃
本
の
補
修
に
つ
い
て

肋

　

　
文

　
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ば
セ
し

右
の
表
に
は
、
東
洋
文
庫
本
の
印
刷
が
悪
い
と
判
断
さ
れ
る
箇
所
、
例
え
ば
第
十
五
丁
裏
八
行
目
の
「
大
勢
」
の
振
り
仮
名
の
異
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
う
た
い
む
　
へ
ん
　
　
ゐ
　
と
く

（天
理本
は
「
お
ほ
ぜ
い
」
）
は
省
略
し
て
あ
る
。
1
番
の
例
は
、
天
理
本
で
は
「
妙
体
無
変
の
威
徳
こ
そ
．
。
．
あ
ふ
ぐ
も
お
ろ
か
。
な
り

一5
8

一



け
り
」
と
な
っ
て
「
こ
そ
」
の
結
び
が
誤
っ
て
い
る
の
を
、
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
法
上
の
訂
正
が
1
6
・
2
1
番
に
も
見

ら
れ
る
。
1
1
番
は
、
校
正
ミ
ス
の
訂
正
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
板
下
書
き
の
誤
り
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
板
下
書
き
の
書

き
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の
に
、
2
・
4
・
5
・
1
2
・
1
3
番
が
あ
る
。
2
5
番
は
、
捨
て
仮
名
を
削
除
し
て
い
る
が
、
取
り
除
い
た
後
に
埋
め

木
し
て
、
ご
ま
章
を
付
け
て
い
る
。
2
7
・
2
8
番
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
一
鉢
」
と
「
四
諦
」
の
読
み
誤
り
を
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
2
9
番
は
、

　
　
　
　
　
　

天

理本
で
「
世
を
す
く
ひ
。
人
を
す
く
ひ
」
と
あ
っ
た
の
に
、
「
人
を
す
く
び
」
と
う
っ
か
り
濁
点
を
つ
け
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
こ
こ

の
一
ケ
所
の
み
が
改
悪
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

口
　
振り
仮
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所
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い
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い
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ル
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く
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－
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ま
ね
く
か
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針
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ハ
ツ
ミ
つ
き
じ
ま
の
。
い
る
さ

　
　
　
　
ハ
ツ
ミ
つ
き
じ
ま
の
い
る
さ

ぴ ：
か
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，
4
6
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ぴ ．
ゲ
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せ
ん
ゆ
う
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．
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．
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中
お
か
さ
れ
て

　
　
　
中
お
か
さ
れ
て

ぴ ，
－
わ
…
，
4
8
4

一
6
6

一



　
右
の
表を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
ω
　節
付
け
を
削
除
し
た
も
の
。

　
　
　4
・
9
・
2
3
（
ご
ま
章
）
・
3
5

　
②
　節
付
け
を
追
加
し
た
も
の
。

　
　
　1
・
2
・
5
・
1
1
・
1
2
・
1
4
（
ご
ま
章
）
・
1
5
（
ご
ま
章
）
・
1
6
（
ご
ま
章
）
・
1
7
・
1
8
（
ご
ま
章
）
・
1
9
・
2
1
・
2
5
・
3
2

　
③
　
節

付け
を
替
え
た
も
の
。

　
　
　
3
・
8
・
3
1
（
位
置
も
替
え
る
）
・
3
4

　
④
　
節
付
け

の
位
置を
替
え
た
も
の
。

　
　
　
6
・
7
・
1
0
・
2
0
・
2
2
（
ご
ま
章
）
・
2
7
・
2
9
・
3
0
・
3
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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㈲　
句
切
り
点
を
削
除
し
た
も
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
1
°
3
°
0
°
4
°
8
°
3
°
8
°
9
°
0

　
　
　
　
　
1
2
2
2
3
3
3
4

　
㈲
　句
切
り
点
を
追
加
し
た
も
の
。

　
　
　
2
6

　節
付
け
や
区
切
り
点
な
ど
を
詳
細
に
修
正
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
で
明
確
に
な
っ
た
も
の
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
修
正
は
、
恐
ら
く
宇

治
加
賀
橡
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
加
賀
橡
は
、
謡
本
の
よ
う
に
曲
節
を
つ
け
た
八
行
本
を
最
初
に
出
版
し
た
人
と
い
わ
れ

　
　
　

て

い
る
。
ま
た
、
延
宝
九
（
天
和
元
）
年
六
月
に
段
物
集
の
『
大
竹
集
』
を
出
版
し
た
際
、
自
ら
「
加
賀
橡
校
合
」
と
わ
ざ
わ
ざ
署
名
し

て

いる
こ
と
を
考
え
る
と
、
出
版
時
に
お
け
る
彼
の
配
慮
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

事
情
が
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
加
賀
橡
と
し
て
は
不
満
足
な
『
舎
利
』
が
出
版
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
後
に
彼
自
身
が
補

浄
瑠
璃
本
の
補
修
に
つ
い
て



浄
瑠
璃
本
の
補
修
に
つ
い
て

訂し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
修
正
さ
れ
た
曲
節
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
意
味
と
音
楽
的
効
果
を
示
す
の
か
、
ま
た
、
作
者
は
一
体
誰
な
の
か
、

な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

　

　

　

　

四

前
述
し
た
通
り
、
東
洋
文
庫
本
は
天
理
図
書
館
本
の
後
修
本
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
両
本
の
版
面
の
寸
法
を
対
照
し
、
一
覧
表
に
し
て

掲
げ
て

み
よ
う
。
寸
法
は
、
各
丁
表
の
最
終
行
の
字
高
で
、
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
表
中
、
※
印
は
最
終
行
が
文
字
よ
り
も
曲
節
の

方
が
高
い
の
で
そ
れ
を
測
っ
た
も
の
で
、
△
印
は
刷
り
が
悪
い
も
の
、
×
印
は
紙
に
し
み
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

丁
数

㈲
天
理
本

⑧
東
洋
文庫
本

差

脚ー
⑧

　

一

　

一

△

一一
九

一一一一一一一一九
・
四

　

一二一一一一

　

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

△

一

　

一

　

一

　

一
九
二

○

一6
8

一



　

二一一一一一一］一一一一一

　

↓一一一一一一］一一一一一

　

　

一

　

二

※

　

一

　

一

　

一

※

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

※

　

…

　

一九
・
七
五 　

　

一

　

一

※

×

一

×

一

×

一
九

　

一

※　

一
九

×

一

×

一

×

一
九

※　

一

注　
一
九
・
一
五

一6
9

「

浄
瑠
璃本
の
補
修
に
つ
い
て



浄
瑠
璃
本
の
補
修
に
つ
い
て

右
の
表
中
、
「
注
」
と
し
た
東
洋
文
庫
本
の
五
十
五
丁
目
は
、
裏
打
ち
し
て
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　さ
て
、
両
本
の
字
高
を
比
較
す
る
と
、
○
・
二
～
○
・
七
セ
ン
チ
の
差
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
表
中
△
×
印
に
つ
い
て
は
除
外
し

て
そ
の
差
を
平
均
す
る
と
、
後
修
本
で
あ
る
東
洋
文
庫
本
の
方
が
、
約
○
・
三
五
セ
ン
チ
縮
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　従
来
、
覆
刻
版
は
版
面
が
わ
ず
か
に
縮
少
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
多
く
の
資
料
に
よ
っ
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

一応
、
『
舎
利
』
の
例
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
後
刷
り
本
も
縮
少
す
る
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

注
①
最
近
で
は
、
『
正
本
近
松
全
集
』
第
二
十
四
巻
（
勉
誠
社
、
昭
和
五
＋
九
年
十
月
刊
）
に
影
印
さ
れ
、
鳥
居
フ
ミ
子
氏
が
解
題
で
そ
の
こ

　と
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
0

②
『
古
浄
瑠
璃
集
加
賀
嫁
正
本
ご
（
古
典
文
庫
、
昭
和
四
＋
三
年
七
月
刊
）
一
八
九
～
一
九
〇
ペ
ー
ジ
。
　
　
　
　
　
一

③

『

加賀
橡
段
物
集
』
（
古
典
文
庫
、
昭
和
三
＋
三
年
七
月
刊
）
二
七
二
～
二
七
三
ペ
ー
ジ
。

④
『
今
昔
操
年
代
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
か
　
ぷ
の
せ
う
う
　
ち
　
よ
し
ず
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
し

　
　
　
加
賀

援
宇
治
好
澄と
あ
ら
た
め
し
よ
り
。
町
中
い
よ
く
此
流
を
か
た
り
出
し
。
あ
ま
つ
さ
へ
け
い
こ
本
八
行
を
。
四
条
小
橋
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
か
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
た
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
や
う

　
　
　
ぼ
やと
い
へ
る
に
板
行
さ
せ
。
浄
る
り
本
に
謡
の
ご
と
く
フ
シ
章
を
さ
し
は
じ
め
し
は
此
太
夫
ぞ
か
し
。

⑤
例
え
ば
、
「
古
活
字
本
の
印
刷
技
術
」
へ
『
ビ
ブ
リ
ァ
』
二
一
号
、
昭
和
三
＋
七
年
三
月
）
の
中
で
、
そ
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

付
記本

稿
作成
に
あ
た
り
、
信
多
純
一
氏
、
大
橋
正
叔
氏
に
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


